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序

特別史跡［名護Ji!.城跡並びに陣蹄」は、翌1迂秀占が•JI き起こした文緑 ， 腹長の役 （壬辰 ， T

酉俊乱）に際して玄海漫に面する束松油半島北瑞に構築された、名護屋城跡と 120箇所を越え

る諸大名肺H跡からなる壮大な追跡1作です。

桃llJB.~代の建築・ ：I: 木技術や武家の実生活などを知ることができるこのH頂な迫跡群の保存

のため、本瓜では昭和51年度から調査・ 保件整備/fl菜に収り紺んでおり、これま でに豊臣秀

保、堀秀治、加藤嘉明らの諸将の陣跡や、名叢殷城跡内の,,,里口、措手口、遊撃丸などでの発

掘調代と石川修理あるいは閑撓整伽を実施し、広く 一般に公開してまいりました。

また、この·•11菜の今後の中核施設とするぺく、 日本列島と朝鮮'I!島との交流の歴史に暗い彩

を紹としたこの戦乱の反省に立ちながら、両国民の相且理解と交流の進，lれを主I]的としたl~!立

名護凩城閲物館の紐設にも沼fいたしまして、粁様の御支援の賜物により今年秋のIJII館を迎え

ようといたしております。

本報告，りは、これらの保{:;.整備•fl業の一環として実施いたしました、呼子町に所在する徳川

家康別陣跡発掘潤代の概咲料!1't1'lであり．平成3、4年腹の潤舒成果のあらましをまとめてお

ります。 憾JII家康は、 当時、天下人秀吉も一目 6'1いていた実力行で、 後に ~i臣政権を憫してii'.

戸硲府を開いた武将として知られています。彼はこの別陣と合わせて、名護凩城下町の隣地に

も本Pllを構えており、全国諸候の中でb抜さんでた地位にあったことを窺い知ることがでさま

す． 時代を担った\f(•/1'人物のl関係迫跡の隣行は極めてill咲な意義を持ち，将米の環現整価を見

謡えて、今後も潤代の縦続を予定しております。

この陣跡を含め，名護9社城に係る辺蹄群の範囲は非常に広域に及ぷため、地域開発との関整

等の問題を絶えず抱えておりますが、地元町 ・関係機関の汗様の御理解と御協力、文化If及び

俣{l,整備委u会の各位の御指打 ・剪助言を符まして、 1Jl菜の推進に一附努力するi的でおりま

すので、今後ともよろしくお廂いいたします。

なお、位後になりましたが，今回の潤牡に御協力いただいた呼子町殿ノ浦地区の皆様はじめ、

岡●「関係各位の御扱助と御配感に対し、肛く御礼を申し上げます。

平成5年3H

佐沢県教n委u会

教 育 長 堤 消行



例 言
I. 本iりは、国庫補助金を受けて実施していろ r特別史跡名護屈城跡並びに'1i跡発掘調査事業」

のうち、 東松涌罪呼子町に所在する特別史跡 r徳川家頌)]IJ仰跡Jの第 1次（平成3年疫）．

第2次潤社の一部（平成4年度の前半期）にて検出された辺構等の概要報告iりである。

2. ぶ りの執策 ・編染は宮武正登が担当した。

3. 辺構の実瀾 ・ 写“撮影は、潟．究Uの他に小笹松二 • 松本美保 -I罪1瀬たまみ ・111本り えが行

t、また、 辺構火測の一部を打限会社 ・埋蔵文化財サポー ト ・システムに委託した。

4. 本rlでは困土牲探n系のr.iiii.,北をmいている。

5. ,1;:;,1の四図は巾IIJlf子 ・宮武正登が担当した。
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I調査の経過と概要
1. 事戴と躙董の経過

天下統一虹後の天正20(文禄元・ 1592)年から炭艮3(1598)年にかけて、豊臣秀古は文禄・

慶長の役ぽM・fl"if委品）を引き赳こし、東松illi半島北端部に渡海拠点としての大本営を収

いた。その,,.,枢である名護柑城を中心とした半径3kmのl舅内には、全国各地から参集した甜

大名の仰屁が120節所以上も設営され、日本史上に他例をμない巨大な甲,,,要衣都,1;が突姐と

して出現したのである。

これらの城寒跡群の大半は現代に五つても以好な状態で追(i.し、大正15年の同史訊指定以

米、現時点までにぶ城跡と23筒lliの陣跡が打）JIJ史跡の指定を随時受けてきた。本9i¥教百委U

会では、この壮大な辺跡ltf.の保uと活川のために、文化Ji'と「名護屈城跨屯びに陣跡J保存幣

備委n会の指打・助］を受けつつ昭和51年度から保(j.整備事業に莉手し、 l~/-11160年には ']I菜

促追を図るため「名殴屋城跡並びに陣跡保存整伽計両Jを策定（昭和63年に一部改;ff) し、

平成4年度までの短期計画の具体的内容と,,,業の括ぶ方針を明確にした。さらに今年以、第2

期保m酎炉11業俎閲l計直 (10箇年）を策定し、新たな事業展開の時期を迎えるに登っている。

上記の叶両に立脚して、これまで、名渡屈本城跡では111見口（昭和62~平成元）、東Ill丸

（昭和63、平成2)、遊双丸（平成元~2)などでの石垣修理とそれに平行する発掘潤在を実

施し、陣跡では、豊臣秀保陣跡（昭和53~58).堀秀治陣跡 (11/J和59~平成4)、加桜粘!VJ陣

跡（平成）―,;~3)での環況整備を終了し、古田lf(然、木下延俊の各陣跡の潤在に沼手している。

また、尉1-11160年の刃 IJOI計illi策定に合わせて、特別史跡の新規指定対象のjlj検が1と指定，

公打化，廿両の作成が行われ、追捐残存度や陣主のlllii1の歴史的頂姿性などを勘案した上で、＊

報告の対象である徳川家康別仰跡を含めた45陣跡を指定絞補として選定した。

本~JI跡は、平成 2年 7月 131,J に中心部分38,561 面が特別史跡に指定され、 I、iJり渡から I:地公

有化•1r業にll-fし、 平成 4年腹までに今'"'の潤代対象地区を含む IS'IJ I S,280面（指定範囲の内

の約40%1こ111''¥)の公イj化を終了 している。これと平行して公イ引地内での辺構内容の確認を日

的とした発掘111:Jl'tを行い、辺構保{j.の具体策

を胡ずるための検討ぷ材を収集するとともに

将米的なば況整偏実施に偏える方針をたてた。

閾究は平成41f.2月から開始し、数地点で

の試掘レペルでの；閲行を経て、 lnl年6月から

は、辺構分布が際立って浪密であった陣跡主

咲部の北東に位,•tする 1U1輪での本格的潤代に

移行した。本報作では、この第2次潤究の前

C: 編g

~--・.·=二逗琴~--,:-,;.., ふし哀
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半段階までの曲代成果の概咲をまとめている。 PL. 1 徳川蒙・別陣鯖全景（北方上空よリ）
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2. 周辺の歴史的環墳

名渡Iii城跡と；/Lk名の~J(跡llf.ば (H'IMの北11!/祁、 f;界濯に1liiした東松itli'I¥島北燐に（妙＇｛し、

規1i行政体では師Iりlllf ・ 呼(-町・玄海•rの 3町村にまたがつて/i{IJりするll,k貞迫跡である 。 東松

涌 'I°'島では、 ~lit,:濱溶府にJ'/.く投われたU、大な台Jt!!ll!!形（探.・.1100~200m)がk.'j',のiffif11を

占めており．北東のl.'fill1fiから1!,i西のfJIJj屯 ,rn,~を含むこの,:s地を、一般に [J渇げ「地」と総

祢している。この台地の北及び西綽部では、突:uした岬と深く人り込んだ人iJ:が述紐する典咽

的リアスベ海Jjl地形の発述がll¥'i抒であり. r' i滋}~然の良沿として括川されていた。J,if時にこ

の地は．必敲 ・ 対馬を経て翡l餌l1 Klに~(る航路の起ll点でもあり、東アジア各旧との多様な父

泊の関台となっていた。 秀，'iによる朝鮮位略戦の拠点，設•''という 'l'態が生じたのは、こうした

歴史 ・ 地勢（（·I条件と b ィ; .,I分ではなし'•

l: 均fl地には、火数600箇所を越えるIllイ澤～縄文時代の辺跡がIi;範に分/Jiしており、 IIA>:

史上の1;,(JJJgJからの'l:iれ梱が発生していたことが明らかである。弥'Ii~,りin時代になると、そ

の生沿のq,心はJ.'fil!洛/',lの'I'-地部へと移行するが、徳川家し耶1]1)1{跡が1所在する呼（-町域におい

ても．ダ),'r-.時代1l暉 I-後JgJの砂丘坪作辺跡であって西It九州咽弥生人の人什IllI: で芹名な）⑫反

辺路や、 横;'Uti~を11,j蔀 1,休とする611t紀後'Iら頃の1ifJ/i後l'JJ.n.瓢隊 1/ni部晶Iりrm、6111:
'" ,21 

紀後・1',~,l,:1:/iの所性と見られる御F洗・鬼ノ118)0(1,/JiY.Jlが残っている。また. ,1,:~li跡から

"" 北東に700mf,滋れたJi:陵 I:には、 61lt紀ぷ頃の松lcWI,り1(1群がある。
(<I 

1,1良 ・ •j(安間になると 、 "'1 11!!沿ii!の外父 I:のif(災代が,~1.i!化したものと考えられ、「肥ri,fMd

I:, 記」には rt,11J1.r道鹿J. 「 ~'1!」の駅の，氾械があり、それぞれf.1f r l t di ↓↓(II. lul1lifllf算（、呼
151 

f町k反ないし小反にlt定されている。この海純1,14路の整f釦1に伴う集落の成長は息像に難くな

<. I月 1部島に延i{式内社である Ill島神社が1所/{しているのは、 I•~地でそれ以前からのtl;発な人

t(1t1:. 米があったことを11,tぶしている。r扶桑略．山 の延久4 (1072)年3111511の，lc'I'によ

れば、 M島に末の前船が守泡していることが明確であり 、父易沿動の展1111が推測できる。

'"' こうした，•; (~期の泡笥地としての発/Jiの対凍. I•~ 地は>11世の松i1ll党の根拠地へとスライドし

ていった。 l:Iり台地一沿には、松涌党のり1となる源姓ィiぷ氏の所領が分/tしていたが、その父

"' 流である呼 {・氏がこの地に l:llし、戦1,qJgJまで（［地領上としての性格を維柑していたものと考

えられる。7'!1:悧鮮の史料である 「i紐束 .l/l l•~紀』(ljl叔Jiff}。悧鮮成；；,2·1471 ) には、 「A•,
.,,~,,'"印 ·~·

呼{・Jして「小て殿行ドlに駈していた rafr-一岐守源汲Jの朝i'.Iな記している。その膝）Cに

あった•·f,(-涌は、南北,/1101には1いド上の要衝として位収f.lけられていたことが 「t.t1l1M文，'!J、,., 
r,n迅サ家文，り」等で確認できるが、り¥< I, 鎌m.mぷJUIの史料には「呼 f浦遊n」が在坦す

1101 
ることから、歓采・遊OOの場を抱えた経済的集洛としての允火に遠していたこともlft.測できる．

(II) 

しかし、これらの文献史料」．．．に確認できるlu111!!の穂倍の実懇が、考，り学的に解lりlされた例は

現段階までl'r熊である。ぶ陣跡が所/1;する r殿ノ涌J地区には、R'f-子氏館跡の的1<11!!があるが

-2-



（徳HI別lili跡の500m北東方の丘陵」こ）｀現在は公共施設の敷地1勾となって「呼子殿御盆社Jと

刻した古碑を残すのみの状態である。ただし、周辺のOO述呼称地名を検索してみると、 「クチ

サコ（飢迫）」、「小路J、暉ノ辻J、r辻前」などといった、中世館跡とその/.'.!囲の集落尿観の

名残りを示す例が多く、将来的な潤査によっては、これに関係する迫跡の発見が期待できる。

なお、 r殿ノ浦Jとの大字名も同様の歴史l'l'1fWに発端している可能性もあり．本仰跡が位

訊する丘陵にも r馬場11.1 1 との呼称地名が付mするが．これも上記の理ELIから、 ~J{凪ll!J連の地

名として固定的に解釈でさない点がある．

これらの諸史料によって知られる古代以米の注柄地としての繁栄が、戦困末期に至っても安

定的に粧続していたかどうかを知る1「［接的根拇は、今のところ符られていない。r肥前名護H

城図J屏風に描写された呼子付近の穀観内容は、商家が軒を述ねる名護兄城下の堺市的様相と

は相違して、 1;,.茅Uの以根の娃物が点在する漁村風殺を迎関した類型的表現を収っている。し

かし、秀吉がこの一併に駐貿拠点を構えた際には、 !11港である名護l.li!fi東J.,l防偏の一方で、呼

子imとの連絡をも慈図した陣h{配れがなされていた可能性を指摘することができる。呼子町域

に分布する仰跡は現時点で9椅所を数えるが、その内、脇坂安治陣跡は呼子浦西岸の樹岸段．丘

上に位閉lし、 宗義杓陣跡もこれと同じ地勢にある。また、小友地区には兵柑貯蔵を主機能とす

が1じflOO連施設が訊かれていた徴証があるなど、 当該段階に至って b、呼子周辺水域のt翔］地
112) 

としての卓越した機能が依然として認盟されていたことを想像させる。

況(f.、1司If内で特別史跡に指定されている帷跡は、本PII跡の他に毛利秀頼、 '..l.lfll長政、加藉

嘉明の各罪蹄があるが、その他にも伊達政宗、米島通総などの陣跡は地表上での迫構嵌察が可

能な残存状態をff/めており、加部島地区でも性格不明の石壌の分布が確認されている。加えて．

Pli跡に関連する遺構の一部が確認できる箇所が屈低3地点 (Fig.l ,1.,A~C)あり、陣屋¥/.地

上の地勢条件を涵たしている未瀾在の丘陵までを含めると、火数はさらに刑Imするものと見て

艮い。近い将米での悉皆潤究よる陣跡分布状況のr!I把握が急，係である。

なお、本陣跡周辺での陣屈関連迫跡の発批潤査報告事例としては、加藤品明陣踏の環況整備

事業に先行すろ潤査、山城n跡、後田遺跡、辻辺蹄 （加藤協明陣跡の一部）での開発行れに伴
0 3 ) ' " ' 0 5 )  116) 

う記緑保＃のための関，行などがある．

!t 

I. 藤m'!i・ 求『1•111忠天 r大友厄印（呼 r-rr教付委n会 1 9811 .

2'W.f'l大'/.l{J;"1研究会の潤代成果による (1972),

3. 松16法博 fill!手洗古n・鬼ノU古n」{I予子Jf教(f全U会）985). 

4. II! 叩 II忠'X!r松Jilllll;lll印 (If子lff.(fl委u公 1988)。

5. *ド巧編「古代木這文化R料集成I;所収（肥前文化史研究 1981),

6. 宮武if..ttr化R糾If子沖の海底這物をめぐる悦Vil(「九州・ 沖縄水'I'll'古たれ協会会褐」2-I 1991). 

7. 駁相4(1102)年8f!29[旧・漑久譲状案 r石志文苔IIMfiJ!ili近代図内館絨祝,,本）。

8. 111111健火訳釈 r潟火佑Iii紀』 （岩波11111,1991). 
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Fig. 1 名霞塵域跡Jllll!ll陣跡分布図 ($;1 /35,000) 

（国土地理院）/25,000地形図「呼子」、 t波P岬J(昭和60年紆正測Jillを使)If)

※①鬼ノ ロ古凩 ②伝 ・呼子氏館跡③松尾lfl古1t'1群
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Tab.1 比定陣主一覧表

lf8岳号 比定陣 l;名 i;JHり lt;gp11 I, 名 F!l.fM 比定~IしI' 名

I ~) flt 浪弘 41 木下，f 究 81 {i)If二 屈

2 上杉凩粉 42 名護凩経述 82 ((I 井致矩

3 九鬼屈隆 43 藤唸 r.~;'iカ 83 朽木元綱

4 福島 ii'IITJ 44 与沢広 1,-S 84 只谷!II 秀一

5 加藤情正 45 観・Fr寺略／多 85 毛 ,f,J j;J 元

6 雙臣秀保 46 不明（飯![ifり兵衛？） 86 福原 H l't 

7 堀 秀治 47 水野忠頂 87 山内 一 ~1.

8 前田 利家 48 小'i'-JII 筏 J;I 88 筑紫 9公 l"I， 小西行 R 49 細川忠飩 89 ii Ill 二 Joi

10 徳川家庫憧柑剛 50 松浦鎖，；； 90 fl Ill f:l 之

ll 黒 III n 致 51 n机If r,5 仏 91 結城秀康

12 聞 Ill J~ ~ 52 tit 軽 l.,¥ fr1 92 大友 .'i 統

13 北条氏盛 53 片 Ill J1. 冗 93 !,l J11 J.! 政

14 生駒親正 54 木村頂隆 94 毛利秀願

15 佐竹義宜 55 片 M a既 95 伊達政宗

16 ff! I! ↓ 筏肌 56 波多 親 96 紺堂65/R.カ(95の一忍？）

17 tUll"i 家政 57 扉召(fl 聞 97 米Cl.ill!認or小1illlf秀包

18 J((iI 兼船 58 南部 は 11'.l 98 ,9バ., 汎 f'/

19 豊 m 秀勝力 59 木下勝 俊 99 筐 JII 軍●(I震）

20 秋 Ill 火季 60 古 Ill 頂然 JOO 加藤嘉明

21 “祖 11'.( 次 61 木下延俊 101 大谷，'i 級

22 ・;, 郡1:1 困馴 62 紺娯 t'l 通 102 →t 利 ,'i ,, 文

23 藉 Ill 広定 63 加須w n 雄 103 前 If H 康

24 訊 UI 秀 (J 64 !iii イ1 秀久 104 K谷川守 ~I

25 ()I 藤盛 l;しカ 65 祈 If. ヽ（頓 105 木下和lIA 

26 J't Ill IこIt; 力 66 丹羽長頂 106 点極ヽY 次

27 氏家 ri 仏； 67 艮；il我部 ,i; 親カ 107 吉川広家

28 氏家 fi 絹 68 稲媒某lfl'l/f守｝ 108 伊藤盛 l;tカ

29 足 ,fjJ雑 ti/I 69 l/. 1€ 家没 109 小笠原秀政

30 淵生氏筋 70 ,'I ,tc 一矩 110 届菜 ill 通

31 加藤光が 71 'i'喜多秀家 Ill 脇坂安治

32 艮束 ii: 家 72 溝 n 秀勝 112 nmEl,llor山崎家盛

33 lh I・I• J~ 俊力 73 鍋品紅茂 113 不 IりJ(lh域辺跡）

34 北条氏規 74 小,,~こ頂次 I I~ 1' IJJ 

35 付 I: 浪 IVJ 75 rt 遠[~カ 115 1' 1~1 (67の一部）

36 御牧 l;IJIii 76 谷 衛 反 カ 116 イく 明

37 1;1 IU 知 f~ 77 級 UI U 雄 117 不 明

38 );_ ff 治 l~ 78 竹りIill l"l 118 ;i, 明

39 ん多忠勝 79 藤党 n,足 119 不 罰l

40 J, 久保忠世 80 金森 J~ 近 120 イく 明（後Ill辺跡）

※陣跡循1;,は Fig.l<I'の骨I}に対応。アミ掛けの謂は特別史跡指定陣跡。
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9. 応安5(1372)年3月IIH・!1'Jlf序公輿"'忠状 lf,olJ11't文i'l(『Yil'll,1史料集成1第181!佐I'll¥し立1叱'I

飢 1977).
10. I(; 安5(1372)<t<2Jlllf.l・IIIJJi:tヽ？懇紺如 I(忠状 「日I12け文;IIUW.111¥1史料姐成Ii113を佐!'it.I立11'1~1

飢 1958).
11. d湘13年(1311)4Jl16□N・ 鎖西下知状案 lfi補家文i11J99・<}文r1(『佐買I,し史料集成』第191!化l"t~l

、,.図；り1111978)。
12. 6!18 1 1(夭 ,f.20年カ・ 1 592)!•)· 安1.,1/i'恵ll!fl,1/:Iを子本廠じい文tlJ(『広島,.,史J占代,,,世l'!Nllil日

1978). 
13. 西111~11:!. 「Ill鍼Ji/,l!IIPJ跡発闊訊仕慨叫 （佐阿爪敦付委n会 1990).

14. 多々 !<Iii.博 『後Ill辺藉J!Ill丙町教n委u会 1983).
15. JF.15郎 '1,りに所収（［山城辺鯖諷1'11111妻J).

16. 多々良反博「il・迅勝ー加藤li¥1111陣隋ーJ(呼 r-•fl'iff1'U21 1983>。

3. 鱈董の組織

潟fi"I,体

,'l:!'11,1敦ff委Cl会

潟ti'lf/'A~~

・鯰M 阻文化，11!!-l

，庶務

＂参 ,1r
＂参•1r

＂ 課艮補佐

＂ ＂ 
N l(f./il係良

＂ “ヤ.l't

“ “ ＂ 
＂ " ＂ 
II • J,'f' 

天本 博 （‘杓成3-4年度平成3年度は名護＆城跡戯f!l)f冗,l!l,!崖務）

¥'.I崎 剛ll!(平成3'f-J/J. 名護極城跡調g研究室艮~-佐兼柘）

森醇一団 ('I'成4年度｝

fl 11'1-llll (、9成3年度）

IJヽIll 久人 1平成4年度）

＊松和久（平成3-~ 年度）

111ft 情・(-( ＂ ） 

小林 f(洋（ " 
池＂ 学 （平成41f.度1
松1111 弘 (~ 靖成3り；度9

• 関l'i ＂ 名護庄減跡製餃研究衣尺 樋渡敏閾 (i'成4年度）

“ 名讚以誠酬潤代研究屯只補佐 藤U 健二 （平成3-4年｝印

＂ ＂ 企雀調整主行 東中川忠芙 ( ,, ） 

＂ ＂ 
． rlli川 fll巳（ “ 杓`成3年度兒闊調l'i祖当）

＂ ＂ 
文化財保護主ボ松尾法博 （平成3年度l

＂ ＂ 指碍.E~I lllr:1 久憂 ('V-1反3~4年度）

＂ ＂ 文化財保護-"'''広瀬雄ー（ /I 平成3年度発“調ft.Ill当）

＂ ＂ " :Ii~ti 也 （ ” ） 

＂ ＂ ＂ 
ん多災秘 （ ＂ 

） 

＂ 
II 

＂ 
宮武正登 （平成4年度同年度発闊躙mq当）

糾代指)!If;・覆Ill

・文化r・i'記念物課

·1-1)月史踏 ’名護凩域跡並びに~I•跡Jt,!{:;. 幣鑽委u会およびWl"I隔会委11{~ 祢略）

大谷ギリlU節子 Ml筏人金十勝蒻北垣聰一認北JfR 久宮正芙児五f)多杉,t,:,f.又

5ヽ瀬要ー ）平井消足叩4ft i"illl夫丙 谷正 jl!jt,till紐 liJ/11/J;J; 丸LH崖成行林岱又

兌械 ・火謂・整Pl!fti榮H
1111松マサエ Ill松隋芙飯lll!IJ$! 飯IO央1'1子 UI籍イネ 伊蘊トメー（・ 伊艤ミサ予 伊薩レイコ

小糀松：：： ,1ヽN;ilio1 未Iり文仏：；n,, ビ 宗ミサエ •1'1l1Yi·(· ff訊チェ ,1原ステ 1<;.1アサ子

平河活給 1'-M秀1111平Illユクノ 夫f.ll木ミツ子 松本災保 Iii本忠絨 111本辰決 IIJ本り え
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II遺跡の概 要

1'立地と遺構

《遺跡の立地と規慣》

徳川家駁別陣跡は呼十町大字殿ノ浦字ワタリに所在し、殿ノ浦地区北西部の名護松浦束序に

面した探邸33m~46.5mの海岸段丘上に位四する。段丘頂部の丘陵地の広がりは附北良柏

630mXJI(西長軸300mに及ぷが、その西緑は、~JI駐をなして名護尿涌に落ら込み、北は小さな

入江（通称 f地獄浜J) に仕切られ、東はこれにそそぐ小水系 (fトンノス （烏巣1川」） が形

作った谷地が走るといったように、三方が外界から附絶された地努を形成している．

陣の中心部はこの半独立丘陵の北端部を占めているが、広義の帥域は、丘陵酒端に並存する

来島通総陣の影響範囲を除いたエリア全体にまで及ぶと考えられ、段丘西斜面に残る膊JIii翰の

連続範囲から類推すると、州北380mX東西200m以上の広がりを持つものと推測される。

《陣跡主饗部の空闇構成》

丘悛以北砧に位沼して土塁•石塁で1!11 まれた1i/!知区面群が陣の中枢蔀と考えられ、その空Ull

内部は塁線の折dll状態によ って大 ・小2つのエリアに大別されている．

段丘中央に位凶する1111輪 (Fig.2中n。以下、文中の晋I'}は同図中の表示番f}と対応する）

は、 1対北長軸120mX東西長軸75mの長方形ブランを騒閾とした広大な空間で、周囲を屈さ 1

~I.Sm程の土星が巡っており、曲翰北束隅の外緑ー11}では上輻3m前後の空堀の走行が観哀

できる。曲翰南辺を区切る1:塁のJI!半部は、周囲の開墾の過程で昭和20年代に滅失しており、

かつてはi炉辺,r,央部 （①付近）に虎口と思しい開U部があったとの現地証言を得ている。JI(辺

中央部分にも紺貝6m前後の虎口②があり、北東の1111輪群との連絡を保つ意國を召収できる．

なお、このJ}fロ②の北袖を構成する石収③は、さらに西方へ延長していたような走行状態を示

しており｀曲輪内部の細分化（「内枡形lの存在を含めて）の可能性を略示している。

曲綸nの北東には、今回の関在対象とした曲綸I(以下、北束郭と称す）がある。南北75mX

東西25mの狭長な空Ill!で、 ≫i・束・西の三辺は石摂でf:I:切られているが、北辺部は丘陵地形を

簡易に削平した程度の平坦地に連なっており、

最北端には楼台状のマウン ド④を残している。

囲輪雨隣には虎口②の前面を覆うように小曲輪

⑤が設けられ、そこから北に向かってり9曲輸⑥

が派生して北束郭西面全域を補佐するととも

に、曲輪Dとの述結を保つ構辺を収っている．

また、 主要部外緑の傾斜地には、腰曲輪群と思

われる小さな平坦地が相当数分布しており、今

-・-- .. . .. 

後それぞれの結合状態を検討する必要がある。 PL.2 曲輪I西辺石垣（西より）
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A
 

ー

スクリーン・トーン
部分は、本蒻西での

鱈西範回を示す．

100m 

Fig.2 徳HI家讀別陣跡II!!形測量図 (S=l/1.500)
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2. 遺構の概妻

本陣跡の調査では、泣構の現状

保全を駐本方針に度1いた将来的な

環境整園のための情報収巣を目的

としているため、柱穴や土壌など

の元掘を極力回避するなど、迫構

の限定的検Illを主と している。合

わせて、繁茂樹木の抜根による迅

構面の荒廃を避けるために、伐開

を最小限度に侑める意図で、 lill*

とその周囲の表：I: を潤伐区内に残

している。その結果として、 図上

での辺構表示に若干の煩雑さを来

しているが、迫構保護」この措凶と

して大ガの理解を願いたい。

(1)北賽郭A区 (Fig.3)

北東祁内の中央部から北西域を

対象とした調代区で、面積は約

473m'を測る。潤査前の梢生閤況

はマテパシイを主とするシイ類の

林である。近現代以降の土地利用

状況を検索する限り、宅地に利用

された経緯はなく、第二次大戦後

はIll地化された形跡もない。

《鯛董区内の墨本層序》

肛さ 3~5cm程度の腐娯土が

地長を構成し、Fll'fには灰色味を

術びた貨褐色の土が薄く (Icm前

後）部分的に堆1i'1している。辺構

面はその直下に該当し、 場所によ

っては地表上に建物磋石等が紺出

した状態にあって、廃陣後の土地

゜

iV•-103.4 10 

• 0 

令

i
 

&
 喝

゜

sxos 

S603 

D
 

a
D
 

゜

° ゚

.,o 

x-s~. 竺9

゜

゜
.x. 特且翌

09' 

X•59.620 

゜ "" 

:
J
 •• 

。
10m 

Fig.3 北賽尋A区遺襴配置図 (S=l/200)
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PL.3 北賣尊A区全景（粛より） PL.4 SX02玉砂利叡 （繭よリ）

形釘に）はきな変化が生じないまま、 Ji:ffi上の森林閃況が水く維持されてきたことが稚測できる。

辺構面の大半は．この丘陵の比底にある玄式岩盤上に漸次堆111した自然MのJ.:(Y.に当たり、

赤褐色を展する'l'H更な粘江I:で、ム武岩表面が風化剥離した裕大の礫が部分的に露Illしている。

《遺損の概蜃》

瀾.i1I双．の中央付近で小規校な総石建物跡2棟と趾立柱建物跡 1棟を検出している．紐f-i建物

跡周囲には通路状の玉'fi敷了が配され、 JlHiやfitll施設の残欠とも思しい巣石辺構が分布して

おり、かつて豊臣秀保陣跡などでも検出している数寄尻窃1111の一類型である可能性が(.4い。

"' ① S601蔓石建物跡 (Fig.3、4.5) 

南北2.48mX東西2.42m(ほぼ8尺門方）、床面積6面を測るJI,祁に小型の建物で、 tJ:11IJを

はぱ 2J~IIU隔 (60cm前後）での四ツ割りに取っている。 建物方位側lはN- 1 •-wで、ほば“

北を意鐵して設営されている。礎イ:;には長径40cm内外の玄武l'Iを使mしており、 1紺西l叫付近

に床束イ'iの残欠らしさ数基のli.'.!i:iが認められるが、 1111/J:切りをほ図している可能性もある。他

に礎石の抜き取り痕謗は見当たらない。i即西罰四石の西隣にも礎石状のは平なィ'iが（名在してお

り、紐物四方から延びてくる財．渭敷通路跡 (SROI}が、紐物跡との結合付近で60cm程の1111

似を空けてi1'iえている点などにも侑ぼすれば、建物1"i辺を網羅するf.il7[,の付没も想像でさる．

② $B02礎石建物跡 !Fig.3.4、6)

SBOI紐{i述物跡の3m11i方にれかれており、 lfl北2.27m(7尺5、I') X東西2.21{7尺3

, t) mを測る。元位ii'lを保っていない礎石も多いが、概ね柱1111は45cm{ I尺5寸i'1i/後）1111開

のJiツ割りを収っているものと息われる。床面積は5.54m'で、 SBOI娃物跡よりも若＋小ぷり

の建物跡だが、 1i位肴1を N - 2• -wに取って西辺をSBO I 建物跡のそれとほぱI•~一綜上に合わ

せるなどの点で、向時設計1こ駐づく 1Joi名の設営が考えられる。

鯰?-iにはil'i径20cm内外のJ脆剥な風化玄武岩ばかりを川いていることから、これらの上に側

- 10-
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※図中アミ掛け鴨分は樹根を示す（以下各図問）。

Flg.4 

土台を回して根太を直接裾えた、所謂「転ばし床」構造を取った建物があったことも考えられ

る。建物西辺外には、 50cm程の間隔を空けてSX04Ji石敷が設けられており、その東端には

踏石らしき石が組み込まれていることから、縁が付属していた可能性もある。

③ S803●立柱璽物諭 (Fig.3、7)

S802礎石建物跡の6.5m南に位置する。梁閲21111(3.92m) X桁行4間 (7.24ml以上で、

- 11-
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Fig.5 S801覆石纏物鑢実瀾図 (5=1/40)

柱ll1l寸法は梁間が6尺5寸、 l1i行は6尺をそれぞれ Ifillとしている。床面禎は28.4m'以上に

なる。建物方位軸はN-1・-wで、西辺をS801・S802既石建物跡のそれと同一線上に合わ

せている。柱穴の掘方径は30~50cm前後で、北西隅柱のみを完掘したところ、深さは検出面

下59.0cmを測り、 柱径は9cm程度に留まる ことが確認できた。

④砂利敷籍設跡

田査区内では数俯所の小礫集中部を検出しているが、礫の形状や密度、散布状懲などから人

- 12-
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゜Flg.6 S802鑓石達物跡実瀾図 (S=l/40)

偽的に敷設された砂利敷やfi敷の頬としてf.lJ))りできるものがある．

al 1, 砂利敷 (SXOI、02-Fig.3)

調rtlべの北は,,央邪と北西俄付近で検出されており．直径 I~3cm前後の小l'l礫が集巾し

ている.1iif/'i'(SXOIJは南北4.SmX束内 Imの範開にわたってm状,,,,央部の砂利は悧恨の

繁i父守により欣乱）に―E砂利が敷き詰められており．後ll・(SX02lでは、 jij北3.SmX東西

1.2mの範圃にわたって、 .. , 嘩i長fill~を且する敷糾を守るように玉砂利が集中している。両行

ともに、通路として他方向に向かつて延長していたような形跡にはない1:、建物外緑の付屈施

設とも捉えにくく、 !1体的性格や機能は心りlである。

2m 
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PL.5 S801襄石嚢物跡 （高より）

b)砂利敷 (SX03-Fig. 3 ~ 

5) 

SBOJ既石述物跡の北束限外

而を囲むように設けら れてお

り、 主として長径5~10cm大

の伯平な角葬を使Illしている点

で他の砂利敷とは趣を異にする．

娃物跡の北束隅を況に敷設範淵

が面北に別れており 、北半では

l'i_'f':. ·~ 苓逗刃溢窃翠滉--
,,... ― 鼻 . ｀ . 南北IO X東西16 南'flは

PL 7 S802霞石建物跡 （北より） . m m 
対北l.2mX東西0.6mの敷輻を

持つ。北半の砂利敷の北録には長径70cmの平6を中心とした敷石が施されているが．紐物の

打入のための踏石と見るには遠い位切にある．あるいは、手水鉢等の茶五回りの付屈紺品を据

える敷台といった施設を想像したいが、確火な根拠に駐づくものではない。

cl玉石敷通路跡 (SROI -F ig.3、4)

拳大の玉石を敷き詰めた通路跡で、 SBO I 総石建物跡の洒辺北瑚付近から 1釦西 (W-20• 

SIに向かって延びている。敷絹はI.Smを測り、側籍の玉石を立て牧さして縁6状に一列に

並ぺて界線を明確にしている。検出長は5.2mにすぎないが、西瑞は曲輪洒辺のlifllll輪（調西

区外）にまで派生するものと見られる。 SBOI建物跡との結合部分付近では直径2cm以下の小

さな玉砂利のみが使用されており、空fUI禎出上の意匠が加えられているようにも見える．

di玉石敷 (SX04-P ig.3、4.6) 

S802建物跡の西辺にあり拳大の玉石を用いている。SROI玉石敷通路跡と1司様に．紐物に

面する東側緑の王石を緑石状に立て並ぺているが、通路の範聞に含まれるほどの敷設範囲を持

- 14-
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Fig.7 S603重立柱璽物蘭冥渭図 (S=l/60)

ず、検出できた敷面は南北l.4mX東西1.2mに留まる。ただし、北端はSA02石塁の崩壊の

響もあって、残存範囲がやや曖昧である。建物跡に面する部分に径30cm前後の数摂の偏平

石材が糾み込まれており 、建物への芍入のための踏石回 りの 「化粧J

と見るぺきかもしれない。

として設けられた玉石
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PL.8 S803撼立柱譴物跡 （南よリ）

⑤石塁 (SA01~03-F ig.3、4)

曲輪西辺を規定する」:-';!(-部で埋没

石}:{らしき痕跡もある）から潤代区f/,jに

向かって派生する石俎を3条検tllしてい

る。いずれもE-s~s・-sの方位輸

を持っており、持にSAOIと02は並走状

慇を保つ。 この函者に挟まれた復l=t

4.4m前後の空fillにSROI玉fi敷通路跡

が走行しており、その fFI糀しJを、心図し

た塀の駐閉としての機能が推測できる。

SAOIは検出長4.3m・ 駐底紺0.8~I .Om・Y.l!(.f./;,I0.5m前後で、 SA02は検IIIR4.8m・ 廷底

糾09m前後・残存高0.4m前後を測り、因者ともにS1301・02総石建物跡の西面までを走行範

囲とする。SA02の東閑は、約1.4m而折してSX041,石敷に接しているが．塁内部の裏上の流

失箇所で玉石が甜tllしている滞分があることから、 1,出行の1111に時間的差異 rnィ:i敷面上に6摂

を刑築）があった可能性もあるが．崩壊度が杓しく肪位」．．．での峻別ができない。

SA03は西半邪のJ&I壊が存しく、推定延長2.8m以上・基底fJJ.0~12m・ 残存し芍0.3mを測

ることがでさる bのの．その設招意図と機能については解釈しかねる形状・規校にある。

いずれの石摂も、｛郎］石材は長軸40cm前後の自然石（ないしIJ[;',IJ石）をJIIいており 、勾配

角度を大きく収らずに、ほば直立した状懲で構築されている．

⑥纂石 (SX05~I I -f'ig.3、4)

全部で7紐所の集石地点を検出しているが、 SX06.09、10に関しては公{:j地坦界線であ

る1111翰西辺の上星にまたがっているため全容を把掘できていない。SX09はSROI玉イ:i敷通路

跡をI邪l寒する状態にあり、次期追加潤社の際の用要対象餅所となる。

SXI Iは大半が地表上に紺出した状態で．ガラス瓶の況入も認められることから近年の所産

のii/能性が邸い。第二次世界大戦後、 1r.1辺地での耕地冊堅mりを潤逹するために陣跡内のイJ↓:｛

から大只の石材が引き抜かれたとの証可があり、その際の廃菜石材の集栢と考え られる。

SX07と08は、既石にも転用でさる凪平な石がJill状に集まったもので、礎石建物跡群に付随

する塀施投や飛石などの残欠といった可能性もあるが、断定できるほどの規則的配列をなして

いない。

長軸2.8mX短軸 1.5m程の範囲でのまとまりを持つSX05は、南半部が沢径20~30cmの偏

平な蝶を敷き詰めた様柑を示し、敷石や石糾土燦などの施設残部と b考えられる。

,t 
I . ln 'I'徳栄・多々良友＂他 rt~別史跡名護＆城賜岨びに陣跡21<佐 IY~I教百委［訟 19831

-16-



(2)北ll(髯B区 (Pig.Bl

北東郭内の商西隅付近に設定した調査区で、面積は約175m'である。調査前は矢竹の密生地

にマテバシイ、ヤマツバキ、ヤマモモが数本分布している植生状況にあったが、昭和30年代

の短期間だが民家が存在した経緯があり、その撤去後は荒地のまま放閻されていたものと思し

い。曲輪雨辺の石塁に後世の補修痕跡が観察できるが、この民家設四に伴うものと見なせる。

I Yー-103.410 A Yc-103,JOO 

SKOi歪 SK03 

SK040 

゜竺

0

0

 。

C》

SA04 

゜゚
o。

()sK10 

KOSQ 

s
 

g

ハ）
X•59: 弓面

007 

0
0
S
K
 

◎

3
 

SK¥1函

SK120 

゜
8m 

Fig.8 北賣鴨B区遍蠣配■図 (S:1/120)
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己
r,!">,: 

PL.11 SK03土壌 (llfより）

‘
 

'-.• 

• 贄.'."
ヽ

左`・PL.9 北東郭B区全費（北よリ）
• • 上・PL.10SK06土爛 （北よリ）

《調査区内の墨本層序》

!/ti :I!/. さ 2~3cm程度の腐菜」••。 地表面構成 1濁。

DWI : 11/lい灰色味を椙びた投褐色」：で、部分的に炭化

材が集中し、近現代の生括辺物がill入している．

肛さ 10~15cm程度．

IDf.i/: 1~1るい色因の淡姐褐色上。限さ5~ 1 0cm程度で、

雨に向かって肛＜堆積する。2cm以ドの玉砂

利が多く混人しており、近代以前のある一定時

期に1111懇などの人t:ヽ的な地表形行の変化があっ

たことを推測させる．

IV/i'i : 丘陵の駐底にあるぶ武む盤上に漸次堆訊した自

然府のJ:位に当たり、 u鉦iで氾構の大半を検

出している。 赤褐色をはする~fl l\~ t.

《遺鳩の慨妻》

魂社の結県 小ピット群の,,,に土漿 12駐と柵列3条が託任する様態を知見し得た。辺構密

度は低く、 ピッ ト相互の切り合l、も少ない。

①土壕 <SKOi~ I 2-Pig.8、9)

潤査1ヌの東半分に渠中する。形状や法凩の点での規格性の打熊は明確ではないが、慨ね平面

桁l'・I形のものと屈丸方形に大別できる(T11b.2).特徴的なのはSKOI. 03. 06. I I、12で、

それぞれ多mの礫が乱入している。SKOGと12には2cm大の上砂利が多く ifl人しており、特

に前者は底面全体に敷き込んだような状想を示す.SKOi, 03、IIには拳大から30cm大まで

の風化玄武岩が集中しており、特にSK03は集石辺構と称するに近い様態で、屯面に傾平な礫

を張り付けるように立て並ぺている様子も見られることから、何らかの貯蔵施設に~IJJII してい

- 18-



たw/能性も指摘でさる.PHから比'l'1土沿の細片 （鉗）

悧Af.fl1か）が1111:している。

と褐釉凶器片（：：く薄f'のn!iの胴部．

このSK03は先行するSK02に頂視する。SK02は検出[(Jiからの深さ 12-20cmを測る汲いJ:

堀で、 平16i不定形をなし、 ,ti東隈付近は潤g区外に及んでいるため仝容は心りJだが、形状から

溝状の迫構とも捉えられるか b しれない。 巾央藩付近 <F ig.9•11 U'1図• 第4h'iF位） でほぱ

・必形の」師即砂りlJ:l: してlヽる (11径10.1cm. I!.~ 径6.7cm.芯1:s2.9cm、底部糸切り・ロク

ロfnlf,;(jfnJりl,

②慣列 (SA04~06-Fig.Bl 

検出された小ピット群の分布状態は、娃物の住穴としての配列を見いだせるものではなく．

IU綜列が俎別できるに留まる。現段階では、

~ 

これらを梱ないし塀などの遮蔽施設の扱跡と見な

A
 

~1 ~1.

, 
••• 

;;: •: j _; __ ,_,, 

A
 ~ 

゜

l•44.5m 

B 

2m 

M
M
M
灼

M

M

1
2
3
4
5
6
 

昭灰褐色llifl'I:
晴灰褐色J.3/C'f J•. がプロック状9こ況人．
1,,JJ, 褐色 I:地tltl:の二次~f.l/11:か．
11,,/f激褐色 I:t/£ (・ 状の炭ftMが微lit註人。

晴汎褐色砂tit
晴灰沢褐色 I:

SK02出土土師器・杯

てヨ云尻~=1/3)

゜'''' 
10m 

' 

Fig.9 SK02土壌 ・SK03土蠣実瀾図 (S=l/40)
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Tab.2 北秦郭B区検出土壌観察表

辺惧岱•I 平1fulfltl; 漸“形状 ll軸co 屈輪m 深さcm辺M吊り f両形状 婿面形状 n輪c ~I鎗o 深さo
SKOi 隅/tJlfi形 箱 咽 102 44 18 SK07 隅丸/j/杉 日咆か 118 114 70 
SK02 ~'li! 形 U字型 260似 I~ 116 20 SK08 柑 I'!形 柑 'l'l 79 54 23 
SK03 柑 l'I形 箱内か 202 110 21 SK09 l';l! Jf~ ft， 型 93 8~ 8 
SK04 悶/.1.J~f;f; lil·~ 88 86 23 SKIO flt l'I形 ltl~•J 94 85 4 
SKOS 桁 9り If~ 箱 芍 144 109 I 67 SKII 隅lil~fi影 V字咽 88 58 4 
SKOG 1M l'I /It U字型 82似IJ eo I 11 SK12 隅!i.nli彫 u・;,: 咆 78 56 34 

しておきたい。

al SA04柵列 (f'ig.8)

5駐のピッ トで構成されており 、方向軸を

N - 2 •- Eに取る。 検出 J乏は5.2mを測り、

柱1ru、I法は0.92~1.Smで北半2JIil 分が狭し‘•

沼&Iiした消端のt訟の深さは42cmを濶る。

bl S/¥05襴列 (Fig.8)

5 駐のピッ トで構成されており、 1fli•J剰l を

N-43.-Eに収る。検UJ!s.!は5.7mをilりり、 PL.12 北棗郭西辺石塁 （雨賣よリ）

柱1111寸法は1.0~I .7mで束端の Ilflj分だけが挟い。西端はS/¥04襴列と父化している。

cl SA06棚列 (Fig.8)

41~ のピットで構成され．方向柚をN - 2 •- Eに取る 。 検出J~は4mで柱1111ヽ「法は 1.4~

I .Smを測る。/1,!間に分布するピット との位ii'lからすると、 一見、西側に殷IRIする建物蹄の一

辺を構成するようにも捉え られそうだが、 ~II輪消西隅を囲むィ:i li{のよ行がそれだけの空IIIJ余剰

を残していない。SA04柵列と同じ/jJnl債を収る I:に貞れの末船が接近していることから、

「折れ」を持つJ,iJ一列の1iil跡と見ること b可能で、も しくはSA05梱列西端9こ述結してはぱ1((

角に折1111する憫ク!jとも解釈できる。いずれt,1叶別が困鐙であるため、ここではlj¥/.1(でM結する

1([線列の柵跡として(illi'l付けておさたい。

③石塁 (Pし.12)

1111輪MJl'tlを開む石益 (A屁の西側舷辺付近では土J;I.)については、民1-i地とのflt界線と if(複

している郡合上、 今 I•りは全面検出がかなわなかったが、B区と援する[Iii愉南洒隈付近のL摂に

関しては．閲行区側のイ；l,l (イ滉IJ.J法,nn についてのみ数箇所でklこの餘Lを ・Js施し、その残

(i-度とおおよその形状の把担を試みた。 辺(f-する石投の屈さ は0.3~0.6m前後で、,.~底糾は

0.8m以J:を測り 、長径50cm内外の玄武沿系の自然打を川いている。各築石の「面」を見る限

り「,m」に類するIUJ諒な/!II痕跡は認められず．せいぜい,.. , 部の外観函整のためのいッリJ

を施しているl'il度にすざない。は1よ11'(,'/.状態に近い勾配角度を取っており、規殷から見ても塀

の腰ful りのための）・~Jtlとしての用迎を想定するのが妥当であろう 。

、

;
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予
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ま と め

《調査成景の総括と鐸題》

今r,,1の閥究対象とした北束郭では、曲輪西半域（曲翰鯰面れの約2/3)の公有化が光了して

いるrJ.度で、周囲の浙曲輪等は民布地のままである。前述のように隣JI!!との投界線は1111翰を

直する石Yo!の走行に頂複しているため、陣屈造成の際の上木技術而での特徴を探る目的から星

椋を大さく横断するような濁filえの設定はかなわず、結果的にllll輸内の平坦地に限った辺構確

認に終始し、石•:l.の構造fl()特徴や虎口の開口部などを解明するまでに至らなかった。将米、あ

る柑度のまとまった空間を占める公有化の達成を待って、追加潤代を実施する必要がある。

出」：迫物は極めて少航で、 A区ではSRO I 玉6敷通路 Kで巾l司製臼花碗•土師器皿（いずれ

も細片）が数点出土し、 S803掘立柱佳物跡の柱穴内に微細な_I:師器）tが浪入するにすぎない．

B区ではSK02 · 03 =1戎員中の辺物以外にば SA05慣列の柱穴内から朝鮮i'li~l 磁片 （碗か） が

1点IIUしたのみで、他の上吸等では埋土11-Jに.I:.師器の微賃II片が況入しているのを確認したに

切まる。また、瓦については、表土中の混入只料を含めて IJ¥・ も出土していない。検出建物蹄

の朕根形式を推謂する」：では頂変であり 、r肥前名護足城図J屏風巾の同陣の描写部分(Pし.13)

に見られる、板ないしれ茅妊松根の建物群や周問の塀の外観と整合している点で興味深い。

検出辺構の中で、位も特徴的なのがA区巾央付近に位訊するS1301・02迎石建物跡とその付

拍施設だが、その性格についてJi!初に想起でさるのが、茶立跡 (SBOI建物蹟が相当するか）

と「露地I(SROI)などからなる数寄屈空間である。ただし、 今回の報告では、各建物跡に

ついて位低規校の平面復元を提ホするに背めており、実際にはさ らに複雑な構造にあった可能

性を持つことも否定できない。建築史？和m見地からの検討の余地を残すことは勿論である。

例えば SA02・03石摂の走行によって形成される平面方形の小さな区画地 (Fig.4中〇地

点。ffi北4.2mX東西4m前後）の内部には、玉石がまぱらに散布する他、礎石に使用可能な礫

が点在しており SX04玉石敷を介してS802建物跡と述結するような関連應設の併,'lを検討

する必姿がある。また、 SBOI・ 02総石建物跡のIIりには、1JHi'IIりを繋ぐように斜めに延びる何

らかの狭貶な施設の痕蹄を窟うことができる。

情mり」などの廊下状の施設と解釈するには

幅tl(50cm以上）の点で実用J::の疑問が生じ、

単純1こ ftl陸し塀」の類を想定すると'2条の

界紛が併走する状況について判然としない。

これらの不分明な要素の解明を含め、各施設

の性格の正当な理解に当たっては、 江戸期以僻

に定型化した現在の 「茶辺Jのldlif1n観に基づく

作法 ・作庭の常識のみに穎ることは、おのずと PL.13 『肥前名11塵域図』属諷 （部分）
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限界を伴う。桃山期以前の数冴屈空間の規範的形態に未だ不明確な点が多い以上、これらの検

出遺構を即匝に「水~J 、 1勝手』 . r, 引退J.r待合Jといった用途別の付随施設に当てはめて捉

えていくことには、一層惧頂にならざるを得ない。今のところ、この空間全体の範囲の確定を

急ぎ、北東祁内部の空1111構成上での占'i-I位沢を考えたKで、 主芍緑の1句さなどを類推し、迫構

の配列状態を再検討していく作業が先決かと思われる。少なくとも、 ーI.:壌と小ピッ トの密集に

より形成されているB区の辺跡烈観との相述性は明らかであり．この数7,f凩 r様」の空1ll1がIIU

輪内の一定部分に限定されたものであることだけは理解でさる。

《徳川璽陣所としての可能性をめぐって》

級後に、この陣跡を徳川家駁の陣辰とみなす妥当性について、若干触れておきたい。後に江

戸茄J(.fの削始者となる家謀は、朝鮮出兵の開戦直前、 00)1!61祖他で250ガ石を領する国内以大

の大名として江戸に移封したばかりだが、渡海待機郁隊のI卜でも贔多の 1万5千人もの兵を半
(mlDN-≪l 

い、天正20年4月には名護屈に到莉している。「伊遠日記」下むにはぽ駁公、筑前殿モ御城
111 u,11,.,;,1 121 131 
ノ北入海ヲ隔御立~,,二候。政宗モ其北方御陣所二餃）と あり、名護／出城の f北（厳密には北束）」

方の名護朕補を隔てた現・呼子町殿ノ浦地区付近に、徳川、伊述勢が並んで滞在していたこと

を明記している。実際、本城以北・東のエリアで、この別陣跡の平地面積を越える規校の郎跡

は存在せず、徳川,t{の収容能力を紺えた施設となると、やはり1司陣蹄1,;求めざるを得ない。

しかし、絹島報奴会所蔵「名綾6{古城之図J他の一述の諸大名陣屈配四図には、この別陣跡

＂ の所在地点に 「江戸大納口家康公下屈敷Jとの探記がある一方で、名護足城下町に隣接する地

点にも、軍勢総数を併記した家山郎所の表示が認められる。このことは、前掲 f!JI遠日記』に
"'庫）

記される徳川・前田両軍の間に勃発した「水争諭Jに珀を発する、「家駁・筑前陣所遠候由秀
(51 

吉公輝慈被成、御城近所へ御陣所ヲ打1移サレ候Jとの帥所移転措骰の結果と解釈でさる。戦,,,、

両将は秀吉の補佐役として近侍し．戦役の方針決定にも瑣要な役割を担っていた事火からすれ

ば、本城近くに駐留を促された苔然性は硲い。つまり、家康自身とその中1亥部隊は名護h{に本

陣 （第西町大字名護屈字i甫●flを構えて移動し、それまでの騨屋Iif1、・屋敷J(=別邸 ・)JIJ陣）

として軍勢主力の駐屯施設となったものと推測できる。

因に、前ffl陣として伝承されている陣跡も、徳川本陣跡と同様に名堰屋城との至近距離に位

沢しており （（筑前町Jとの呼称地名を付常する）、上記の史料内容に整合する状況にある。

at 
I. 三鬼m-郎 ll!IJIJ役におけるIf(役体系についてl『史学渥lliJ75編2り (1966)、11!1.小襴'"屠 11,1111記J

む13(f改定史籍渠只』第6) rQlllflil閉進発之人数船Jに r-万五千人武蔵大納訂殿Jと記す．
2. 5fl 113 (天正20叫 N・ 小川!/llllll守宛• 平ぽ滝俊n状び（東京大学史.fllll出!il'II;;iJ,; I名1隻以陣ヨリ

f}贋i . r文禄・魔琵の役城跡図集』（佐fY9,I敦打委fl会 1 985) 所収•l•Htt校訂「史料解岨J より ）．他
3. (JI違成1!-11, 'f,'/,;!(13- 1 9年 (1636-39) に成立． 「群i'I顛従」第2 1 ~1 (合戦部）所収．
4. Ji! 永元 (1848)年写．この配陣図の類は各地に301!11鈎後が伝仔するが、いずれもl,J;!i以後の,i写ぶに阻

られ｀瓜阪は不1り,.しかし．比定陣王の記載1こついて11r絹島虹9交公岱J中の記述などから．遅くとも9
保期 (1716-36)以曽に遡＆でさる。

5. この飲料水をめぐる両取の小競合いは．家原の付灰・板坂卜豆の 『魔氏If.中ト1/fJ,!J(『改；；；史籍集l"ll筍
26)にも記されており、史大としての信憑性は碍い．
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